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～平成 19 年 7 月 18 日（水）13:30～15:30（柏健康福祉センター大会議室）～ 

（中核地域生活支援センター柏圏域連絡調整会議との合同会議として開催） 

 

  議題）①各市（柏、流山、我孫子）の（障害関係）社会資源について 

      ※各市、障害関係担当課よりマップにて社会資源の説明。 

     ②事例検討 

      流山市：多くの機関（行政、医療、就労、生活等）にて支援を行った方の 

今後の生活「一人暮らし」について 

柏 市：現状、対応困難と思われる方へのこれからのサポートの仕方について 

     ③その他 ◆専門部会の立ち上げについての提案（柏市より） 

 

 

   （現在、柏圏域自立支援協議会は、年に 4 回の開催） 

   ◆この協議会の下部組織として、専門部会を設置することの提案がありました。 

   具体的には、各障害特性別に「知的障害」「精神障害」「身体障害」…「権利擁護」 

   など順次作っていき、今年度の終わりには、様々な専門部会が立ち上がっていること 

が目標とのことです。各部会の委員については、10 名程度。 

8 月から「知的障害」に関する専門部会を立ち上げたいとのこと。 

 

 いよいよ始動し始めた、地域自立支援協議会。 

 今後は、障害特性別の専門部会と生活スタイルや環境別による 

 専門部会（たてと横の関係）を期待したいです。 

 例えば、災害時等の対応を踏まえ、「住まいの部会」（GH/CH 

 生活ホーム、ふれあいホームのつながり）や、日々の生活を、 

 より重視した「暮らしの部会」（デパート･商店/バス･電車等の 

 つながり）いかがでしょうか。 

 メールアドレス bch13362@nifty.com
 
  

  

  

  

  

  

  

 

特集 

 

地域を歩く ワタナベサイクル（我孫子市） 

  ※ 「障害のある人もない人も共に暮らしやすい千葉県づくり条例」

地域別相談員研修会（けやきプラザ）
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当日は、地域相談員だけでなく民生委員さんも多数参加されていました。 

 

■差別と思われる行為があったら、地域相談員、広域専門指導員「何が差別か」を明確化し 

理解する。→ 話し合いの場をつくっていく（関連機関、本人等）、暮らしやすさの工夫を 

       していく。 

■差別をなくすための 3 つの仕組み 

① 日常生活の中で生じる、個別の障害を理由とした不利益取り扱等の問題について、 

  第三者が間に入って事案を解決する仕組 

② 皆で話し合い、実践する仕組「推進会議」（検討中） 

③ 障害のある人に優しい取り組みを応援する仕組 

 

■相談活動の実務について 

差別と思われる行為があったら、問題解決のための活動になっているのか、本人の意思決定 

を尊重しているのか、ネットワークを構築・活用しているか、関係者の秘密を守っているか 

を念頭におきながら対応をする。 

  

地域に住んでいる誰もがこの条例を聞いたことがあるというようになるには、地域相談員さん、 

民生委員さんだけでなく、障害者自身もこの条例について知り、声に出し「こういったことが 

あったけど、どうなのかな？」と地域相談員や広域専門相談員に声をかけていくことで知られ 

ていくのではないかと思いました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

当日は、柏まつり前日にも関わらず、多くの関係機関の方々のご参加をいただ 

きありがとうございました。（参加：①20 機関（25 名）②12 機関（12 名）） 

   予告しておりました「次年度の事業」につきまして、現段階にて…（この頃には 

はっきりとしている予定でしたが）報告する内容がなく、申し訳ありませんでした。

方向がはっきりと示され次第、広報紙の「号外」等を作成し早くご報告する予定 

です。 

なお、同封されております「あいネット実績報告（一部抜粋）」は、当日配布を 

いたしました「中核地域生活支援センター事業 実績報告書（平成 18 年 4 月～ 

平成 19 年 3 月）中核地域生活支援センターあいネット」の資料から実績の部分 

抜粋した資料です。ご覧下さい。 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

   

住所：我孫子市下ヶ戸 1820-15 

TEL：04-7182-8712 

FAX：04-7184-2951 

 

 

Q 車イスの修理を始めたきっかけは？ 

A この地域では NEC で働く身体障害者の方がい 

たり、お客さんがある日突然車イスになったり 

と、昔はパンクでも自転車屋で直すのではなく、 

メーカーに修理を出して、戻ってくるまで 1 週 

間くらいかかって不自由そうにしていたので、 

自分がやれば早いんじゃないか。そう思って始め 

ました。 

Q 料金は？ 

A パンクなら出張費込みで 800 円！その他の修理はお問い合わせ下さい。 

Q 営業時間は？ 

A 9：00～19：00（月・火・木・金・土・日）※水曜日のみ完全定休日。 

Q 車イスの修理はどのように行うの？ 

A 実際はほとんどが出張で自宅やパンクして動けなくなった場所まで行って直す事があ 

 ります。常連さんでもお店がどこにあるか知らない方もいますよ。 

 

◆ワタナベ店長から一言 

「利用している方も気付かない事が多いのですが、 

車イスは折畳みを繰り返しているとナットが少しず 

つ緩んできます。まだまだ車イスを使っていてパン 

クや修理で困っている人が地域でも大勢いると思い 

ます。電話一本でも直しに行きますので、電話待っ 

ています。」 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

慣れってこわいな…って最近そう思います。

話を聞いて欲しいために何度も何度も電話が

あります。本人の状態によって、お互いにルー

ルを決めてお話をします。一日 1 回とか…いつ

のまにか私は、そのルールを守ることがその人

にとっていい関わりだと思ってしまっている。

もしかしたら、ルール外だが、お話を聴くこと

で落ち着いていたのかもと…思います。 

臨機応変さが必要と感じました。 

 

「御布施を銀行振り込みしなさいと○○区か

ら言われてね」と住職。「なんか味気ないです

ね」と答えると…「いや～誤魔化して申告する

檀家さんがいるとね、寺が税務署から疑われる

のだな。困ったものだ。」 

「そのうち、御布施も給与天引きになったり

して…」「それじゃ、介護保険だの（笑）」 

年に 2 回だけ、こんなやり取りをしに行く。

今年もそんな季節になりました。 



ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ（おしらせ） 

 

 

■ペガサス墨絵の作品展 

～自閉症児のまっすぐな目、まっすぐな心～ 

日 時：平成 19 年７月 26 日（木）～８月 28 日（火） 

休館日：８月８日（水）、12 日（日）～18 日（土）、22 日（水） 

会館時間：9:00～21:00 （土日は 9:00～17:00） 

場 所：寺島文化会館 入館無料 

主 催：自閉症サポートセンター 

みなさまのご来場をお待ちしております。 

 
 
 
 
 ■「介護」を語ろうセミナー～「自分の介護」がやってきた～ 

日 時：平成１９年 8 月１９日（日）13:00～15:30 

場 所：東京しごとセンター地下 2 階講堂 費 用：無料 定員：300 人 

内 容：基調講演 羽成幸子さん（エッセイスト）＆介護ディスカッション 

申 込：ハガキ）参加希望者氏名、人数、住所、電話番号、年齢記入 

   〒169-0075 東京都新宿区高田馬場 3-3-3 三優ビル 3 階 

（株）生活科学運営「セミナー申込」係 

     電 話）0120-580-731（受付時間：月～土 9:00～19:00） 

     メール）（株）生活科学運営のホームページから 

主 催：（株）生活科学運営 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■障害のある人もない人もともにくらしやすい千葉県づくり条例について 

日 時：平成 19 年 9 月２日（日） 13:00～16:00 

場 所：総合福祉保健センター（鎌ヶ谷市役所裏手） 

     新鎌ヶ谷駅より徒歩 7 分 

費 用：資料代 100 円（予定） 

主 催：社会福祉法人千葉県聴覚者協会活動運営委員会 総務支部企画部

問い合わせ：社会福祉法人千葉県聴覚障害者協会活動運営委員会 

 総務支部企画部 和多 幸平 FAX）047-472-6021 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ボランティアスキルアップ講座 

日 時：平成 19 年 9 月 1 日（土）10:30～12:00 

場 所：さわやかちば県民プラザ  費 用：無料  定 員：40 人 

対 象：ボランティア活動をしているかたや関心がある人 

内 容：ボランティア活動に不可欠な「心と身体の健康」を意識し、「自ら笑う能力」を高める

方法を学びます。 

申し込み：①電話）さわやかちば県民プラザ（水、金、日 9:00～17:00）04-7140-8611

      ②FAX）「ボランティアスキルアップ講座希望」住所、氏名、電話番号を記入 

FAX 番号：04-7140-8601 まで 申し込み期限：8 月 25 日（土） 

問い合わせ：千葉県体験活動ボランティア活動支援センター 

04-7135-2200（FAX 同じ）（火・木・土曜日）9:00～17:00  

さわやかちば県民プラザ（水・金・日曜日）9:00～17:00 

04-7140-8611（水・金・日曜日）9:00～17:00 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


